
「
都
市
機
能
の
整
備
」

①
市
役
所
新
庁
舎
の
整
備

　

県
立
中
央
病
院
跡
地
に
、
市
役
所
新
庁

舎
と
出
雲
中
央
広
場
（
仮
称
）
を
あ
わ
せ

て
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
秋
ま

で
に
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
終
え
、
平

成
20
年
度
中
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
完
成
後
に
残
る
現
庁
舎
は
、
新

庁
舎
建
設
調
査
検
討
委
員
会
の
提
言
を
念

頭
に
、
有
効
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
都
市
中
心
部
の
街
路
整
備

　

出
雲
地
域
で
は
、
引
き
続
き
上
成
新
町

線
外
９
路
線
、
県
事
業
の
出
雲
市
駅
前
矢

尾
線
外
２
路
線
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
田
地
域
で
は
、
新
た
に
後
川
薬
師
線

の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
木
綿
街
道
整
備

計
画
を
策
定
し
、
特
色
あ
る
伝
統
的
な
街

な
み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
社
地
域
で
は
、
引
き
続
き
北
荒
木
赤

塚
線
の
街
路
整
備
を
実
施
す
る
ほ
か
、
門

前
町
再
生
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
道
路
、

交
通
広
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

③
都
市
再
生
等
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

新
た
に
平
田
地
区
の
整
備
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
岐
久
海
岸
地
区
、
八
幡
原
川

地
区
、
今
市
地
区
お
よ
び
大
社
地
区
の
４

地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

出
雲
大
社
周
辺
の
電
線
類
地
中
化
工
事

や
今
市
町
八
雲
周
辺
の
小
公
園
整
備
を
行

う
ほ
か
、
建
築
物
の
修
景
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
良
好
な
景
観
の
創
造
に
向
け
、

出
雲
市
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

「
広
域
交
通
網
の
整
備
」

①
山
陰
自
動
車
道

　

平
成
21
年
度
末
の
出
雲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
の
開
通
を
め
ざ
し
、

斐
伊
川
橋
梁
上
部
工
事
や
所
原
ト
ン
ネ
ル

工
事
な
ど
、
ほ
ぼ
全
区
間
に
お
い
て
工
事

が
本
格
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

県
民
の
悲
願
で
あ
る
山
陰
自
動
車
道
の

早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
、
さ
ら
に
強
力

に
働
き
か
け
ま
す
。

②
国
道
9
号
出
雲
バ
イ
パ
ス

　

平
成
19
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
、

残
さ
れ
た
区
間
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

③
地
域
高
規
格
道
路｢

境
港
出
雲
道
路｣

　

国
道
４
３
１
号
東
林
木
バ
イ
パ
ス
の
早

期
全
線
開
通
を
め
ざ
し
、
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
田
地
域
へ
向
け
て
事
業

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
ル
ー
ト
案
の
早
期

決
定
に
つ
い
て
、
県
に
決
断
を
求
め
ま
す
。

④
河
下
港

　

５
，０
０
０
ト
ン
級
岸
壁
が
本
年
３
月
に

完
成
し
、
新
年
度
か
ら
利
用
可
能
と
な
り

ま
す
。
新
設
さ
れ
る「
み
な
と
振
興
交
付
金
」

を
活
用
し
た
利
用
促
進
策
を
検
討
し
て
い

く
と
と
も
に
、
沖
防
波
堤
の
早
期
建
設
を

国
・
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

「
地
域
内
幹
線
道
路
等
の
整
備
」

①
県
道
整
備

　

出
雲
イ
ン
タ
ー
線
、
大
社
立
久
恵
線
、

出
雲
平
田
線
、
斐
川
一
畑
大
社
線
な
ど
県

道
の
一
層
の
整
備
促
進
を
強
く
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

②
市
道
整
備
な
ど

　

次
期
「
幹
線
市
道
整
備
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

　

市
管
理
の
道
路
や
河
川
の
除
草
・
浚
渫

は
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

①
バ
ス
交
通

　

県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
な
ど
を
巡

る
新
た
な
バ
ス
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
ほ
か
、

地
域
の
利
用
実
態
に
即
し
た
運
行
形
態
の

見
直
し
、
路
線
の
再
編
な
ど
を
進
め
ま
す
。

②
一
畑
電
車

　

従
来
の
欠
損
補
助
方
式
か
ら
、
鉄
道
の

基
盤
部
分
の
経
費
補
助
方
式
へ
支
援
策
の

転
換
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
県
や
松
江

市
と
と
も
に
、
事
業
者
へ
一
層
の
経
営
努

力
を
促
し
ま
す
。

③
出
雲
空
港

　

既
存
路
線
・
便
数
の
維
持
確
保
や
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
名
古
屋
路
線
の
運
航
再
開

な
ど
を
関
係
機
関
に
さ
ら
に
強
く
要
請
し

て
い
き
ま
す
。

「
高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
」

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
一
層
の
普
及

に
努
め
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
機
能
・

内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
田
地
域
の
吉
野
地
区
で
移
動
通

信
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
、
携
帯
電

話
不
感
地
域
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
循
環
型
社
会
の
構
築
」

①
3
Ｒ
の
推
進

　

３
Ｒ
、
す
な
わ
ち
廃
棄
物
の
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）・
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）・

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
強
力
に
取

り
組
み
、「
世
界
一
の
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
」

実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
開
催

　

市
内
各
地
域
で
リ
サ
イ
ク
ル
市
を
開
催

し
、
衣
類
・
古
布
の
リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
環
境
美
化
活
動
の
支
援

　

出
雲
地
域
で
の
環
境
衛
生
組
合
の
自
主

的
な
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
市

へ
の
拡
大
も
検
討
し
ま
す
。

「
動
植
物
と
の
共
生
」

ト
キ
分
散
飼
育
へ
の
取
り
組
み

　

国
際
保
護
鳥
ト
キ
の
国
内
分
散
飼
育
地

指
定
に
向
け
、「
ト
キ
飼
育
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
設
計
に
着
手
し
、
国
に
対
し
て
引

き
続
き
強
力
に
働
き
か
け
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
な
都
市
づ
く
り
」

①
防
災
対
策

　

市
と
地
区
災
害
対
策
本
部
、
町
内
組
織

等
が
連
携
し
た
「
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
築
し
、
防
災
体
制
の
一
層
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
ま

ず
平
田
地
域
で
サ
イ
レ
ン
網
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
い
ず
も
の
新
通
信
シ
ス

テ
ム
や
Ｆ
Ｍ
い
ず
も
、
携
帯
メ
ー
ル
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。
浸
水
想

定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
避
難
所

等
を
表
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
全
戸
配
布
を
行
い
ま
す
。

②
消
防
団
体
制

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
６
消
防
団
を
１

消
防
団
13
方
面
隊
に
統
合
し
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
・
消
防
ク
ラ
ブ
等
の
育
成
強
化

に
努
め
る
ほ
か
、
水
防
団
に
つ
い
て
も
、

機
動
性
の
あ
る
ゴ
ム
ボ
ー
ト
等
の
配
備
を

進
め
、
水
防
活
動
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

③
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
対
策

　

上
流
部
の
ダ
ム
建
設
事
業
、
中
流
部
の

斐
伊
川
放
水
路
事
業
の
早
期
完
了
と
、
下

流
部
の
大
橋
川
改
修
工
事
が
早
期
に
着
工

さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
へ
強
く
働
き
か

け
ま
す
。

　

神
戸
川
上
流
部
は
、
暫
定
改
修
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
抜
本
的
な
改

修
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
に

強
力
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

④
防
犯
・
交
通
安
全

　

防
犯
灯
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
市
民
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

交
通
指
導
員
の
育
成
・
活
動
強
化
を
図

る
ほ
か
、
安
全
意
識
の
啓
発
や
交
通
安
全

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

「
快
適
な
居
住
空
間
の
整
備
」

①
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど

　

本
年
10
月
に
上
分
住
宅
が
完
成
予
定
で

あ
り
、
新
年
度
か
ら
有
原
住
宅
１
期
の
建

設
に
着
手
し
ま
す
。
来
原
住
宅
跡
地
で
、

分
譲
住
宅
地
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

　

新
し
い
住
宅
政
策
と
し
て
、
民
間
住
宅

の
有
効
活
用
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

民
間
施
設
に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
へ
の
補
助
制
度
を
立
ち
上
げ
、

市
民
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
す
。

②
都
市
公
園
整
備

　

愛
宕
山
公
園
の
再
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

市
内
の
公
園
の
遊
具
・
ト
イ
レ
な
ど
の
改

修
等
に
努
め
ま
す
。

③
下
水
道
整
備

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
出
雲
市
汚
水

処
理
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

④
上
水
道
整
備

　

新
た
に
第
６
次
拡
張
改
良
事
業
に
取
り

組
み
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安
定
供

給
を
め
ざ
し
ま
す
。
尾
原
ダ
ム
か
ら
平
田

地
域
へ
の
受
水
を
可
能
と
す
る
施
設
整
備

の
準
備
や
、
来
原
浄
水
場
で
の
自
家
発
電

施
設
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

⑤
簡
易
水
道
整
備

　

日
御
碕
簡
易
水
道
の
改
良
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
中
山
地
区
の
一
部
と
蛇

池
地
区
に
お
い
て
水
道
未
普
及
地
域
解
消

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
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平成19年度 市長施政方針

重点施策

3
21
世
紀
都
市
・
交
流
拠
点
の
創
造

重点施策

4
21
世
紀
環
境
先
進
都
市
の
創
造 山陰自動車道の斐伊川橋梁上部工事も着々

と進んでいます（2月22日撮影　上島町）

住民基本台帳カードの発行枚数は、昨年12
月に2万枚を突破しました

トキの分散飼育地指定に向けて、飼育員の技
術向上を図るため、アフリカクロトキとショウ
ジョウトキを飼育しています

消防団の統合により、地域に密着した防災活動の強化が期
待されます

ス
リ
ー
ア
ー
ル




